
今
回
の
研
修
に
は
、
キ
ュ
ー
バ
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
ボ
リ
ビ
ア
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
か
ら
来
日
し
た
８
人
が
参
加
。

全
員
が
、
在
住
地
域
の
日
系
団
体
の
婦

人
部
や
婦
人
会
で
活
躍
し
て
い
る
。
研

修
期
間
は
約
１
か
月
。
懐
石
や
和
菓
子
、

ラ
ー
メ
ン
な
ど
を
実
際
に
調
理
し
な
が

ら
作
り
方
を
学
ぶ
講
座
が
続
く
。
野
口

料
理
学
園
園
長
の
小
笠
原
純
子
さ
ん
は
、

日
系
人
に
人
気
で
、
家
庭
で
も
イ
ベ
ン

ト
で
も
作
り
や
す
い
カ
レ
ー
や
鶏
の
唐

揚
げ
な
ど
数
々
の
料
理
を
教
え
た
。 

「
現
地
に
は
、
新
鮮
で
お
い
し
く
日
本

と
比
べ
て
も
遜
色
の
な
い
食
材
が
あ
り

ま
す
。
調
味
料
も
そ
ろ
っ
て
い
て
、
味

噌
を
手
造
り
し
て
い
る
日
系
の
方
も
多

く
、
日
本
の
料
理
も
作
り
や
す
い
。
研

修
で
学
ん
だ
い
ろ
い
ろ
な
レ
シ
ピ
を
国

に
持
ち
帰
っ
て
、
自
分
た
ち
に
合
う
味

に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
期

待
す
る
。

　

研
修
で
は
さ
ら
に
、
日
本
の
婦
人
会

活
動
を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
実
施
さ

れ
た
。
神
奈
川
県
や
新
潟
県
を
訪
れ
、

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
団
体
や
女
性

グ
ル
ー
プ
を
視
察
。
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
に
触
れ
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
女

性
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
研
修
員

た
ち
が
自
身
の
活
動
を
見
直
し
、
新
た

な
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

日
本
料
理
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
盛
り

上
げ
た
い
と
考
え
る
研
修
員
た
ち
。
そ

の
活
動
は
、
日
系
社
会
だ
け
で
な
く
、

地
域
全
体
も
豊
か
に
し
て
い
く
。

食を通した
コミュニティづくり

日本の地域の
女性たちの活動に触れる

中南米ではカレーのルーは高価なので、小麦粉とカレー粉で作る方法を
教える小笠原さん（左から3人目）。

午前中だけで10品あまり作った調理実習。みんなで昼食としていただいた。

■JICAの研修とは：途上国の多様な分野の中核を担う人 を々招き、各国が必要とする知識や技術を学ぶもの。日本で行うものと、日本以外の国で行うものがある。

丸、三角、俵型の3種類
のおにぎりを握る。

中南米地域の日系人コミュニティを支援するために、保健医療、教育、農業開発などの分野で
さまざまな日系社会研修が行われてきた。なかでも近年ニーズが高まっているのが、
日系団体の婦人部に日本の料理を伝え、コミュニティづくりに生かす研修だ。

ザ
・
研
修 

❹

日
本
の
知
見
を
世
界
へ 

私は日系ではないのですが、夫が日系人な
ので婦人部の活動に参加しています。料
理を通して、若い人も日系でない人も参加
しやすい協会にしていきたいと思います。
小笠原先生に習った市販のルーを使わな
い手作りカレーは、ぜひブラジルのみんな
に振る舞いたいです。

キューバの日系移民の歴史は古く、高
齢化が進み、現在ではキューバの人た
ちとの融合が進んでいます。一方で日
本の、とくに食への関心は高い。料理と
ともに食材を無駄にしない“もったいな
い精神”やおもてなしを学んだので、多
くの人に伝えていきたいと思います。

　高齢者のデイサービスや食事の宅配サービスを行っている神奈川県
の「ワーカーズ・コレクティブ樹

アーブレ

」、JAはだの女性部、食を通して地域活
性化に取り組んでいる新潟県三条市などを訪れた。地域の高齢化や
活動内容など、同じ課題を抱える女性同士ということもあり、すぐに距離
が縮まる。食文化の継承や世代間交流などでも意見交換ができた。

ブラジル
サルバドール日伯文化協会 婦人部副会長

マラ・セリタさん

キューバ
キューバ日系人連絡会  ハバナ市コーディネーター
フリエタ・フォンテ・イハさん

研修員’s Voices

女性の力で
地域コミュニティを元気に

海外日系人協会 業務部長・継承日本語教育センター長
水上貴雄（みずかみ・たかお）さん
1972年生まれ。96～99年JICA日系社会青年ボランティ
ア（現・日系社会青年海外協力隊）としてブラジルで活動。
99年～海外日系人協会勤務。ニッケイ・コミュニティとの
幅広いネットワークを活用し、教育および日本文化、ならび
に団体運営に関する研修を企画・立案している。

　日系1世たちは移住地で日系社会を築
き、多くの相互扶助団体をつくり、助け合っ
てきました。しかし世代を重ねるなかで、組
織の高齢化や、若い世代への日本語教育、
日本文化の継承などが課題となっています。
そこで日系研修へのニーズを探るために調
査を行ったところ、婦人部で活動する女性
たちから、食を通じて日系社会の活性化に
取り組みたいという声が上がりました。
　婦人部は、日系社会で行われるさまざま
な行事の準備や料理の提供などを担い、
支えとなってきましたが、これからは従来のよ
うな縁の下の力持ち的な役割を超えて、婦
人部が主体となって地域活性化や日本文

化継承、高齢化などの課題に取り組むこと
が期待されています。そこで今回のような食
に特化した研修につながりました。
　研修で大切にしているのは、コミュニティ
を元気にするために食をどう生かすのかとい
うこと。そこで、日本の料理を学ぶ講座をメイ
ンとしながらも、伝統的な食文化の継承や
農産物加工品の開発、特産品の栽培など、
食とコミュニティづくりを結びつけて活動して
いる日本の地域を訪れ、交流するプログラム
を盛り込んでいます。JAはだのでは、女性
部の指導で太巻き寿司とそば打ちに挑戦し
ました。こうした料理は昔から人が集まる場
で作られてきたものですが、若い世代が継

承できるよう料理教室を開いているという話
を聞き、研修員たちも参考になったようです。
　現在の日系コミュニティは、すでに日系人
だけの閉じた存在ではなくなっています。こ
れまで大切にされてきた行事や文化を次世
代に伝えると同時に、それに共感した地域
の人たちとも一緒にコミュニティ活動を行っ
ています。今回は、日系人ではありませんが
日系社会に理解があり、日系人と共にコ
ミュニティ活動を行ってきた研修員も参加し
ています。
　日本で学んだ料理を通して、婦人部が主
体的に地域社会の活性化に貢献してくれ
ると期待しています。

コースリーダーの目

さまざまな日本の料理を作る
　懐石料理、家庭料理、ラーメン、和菓子、ブラジルの食材で作る和食
と和菓子。それぞれの料理の専門家が講師となり、調理実習を行った。
とくに懐石の調理実習は、出汁の取り方から器の選び方、盛り付け、食
事の作法などを学ぶと同時に、「和食の歴史や食の奥にある日本人の
心を知ることができた」と好評だった。過去の研修に参加した研修員の
中には、帰国後、料理教室を開き若い人たちに伝えている人もいる。

右：懐石料理の調理実習。
上：盛り付け方も大切だ。 JAはだの女性部の方に太巻き寿司とそば打ちを習う。

ここが学びのポイント

JICA横浜
研修コース

食を通じた
日系団体婦人部活性化
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